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10
月
１
日
現
在
、
市
の
人
口
は

５
万
１
７
０
人
、
そ
の
う
ち

65
歳
以
上
は
１
万
３
，３
６
９
人
、
高

齢
化
率
は
26
・
６
５
％
で
す
。
今
後
、

団
塊
の
世
代
が
65
歳
を
迎
え
る
３
年
後

に
は
、
3.5
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
に
な

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

一
年
ご
と
に
１
％
以
上
も
高
齢
化
率

が
上
が
る『
超
高
齢
化
社
会
』は
、
少
子

化
問
題
も
相
ま
っ
て
過
去
に
例
の
な
い

急
激
な
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
の
現
実
に
目
を
そ
ら

す
こ
と
な
く
、
今
の
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
見
つ
め
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
化
が
進
む
と
、
比

例
し
て
増
加
す
る
の

が
高
齢
者
世
帯
。
高
齢
者
世

帯
の
増
加
数
は
著
し
く
、
特

に
単
身
の
高
齢
者
世
帯
は
こ

こ
５
年
で
お
よ
そ
２
倍
近
い

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
単
身
世
帯

の
割
合
と
高
齢
者
夫
婦
世
帯

の
割
合
を
合
わ
せ
る
と
20
％

を
超
え
、
５
世
帯
に
１
つ
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
な
り

ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
高
齢
者
が
抱

え
る
心
配
や
悩
み
の
一
番
は

『
自
分
の
健
康
の
こ
と
』、
次
い
で『
家

族
の
健
康
の
こ
と
』が
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
防
災
意
識
へ

の
高
ま
り
も
あ
り
、『
地
震
や
風
水
害

な
ど
災
害
時
の
対
応
の
こ
と
』へ
の
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
で

は
、『
趣
味
の
活
動
』と
い
う
回
答
が
多

く
、
次
い
で『
特
に
な
い
』と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
年
齢
を
重
ね
る
に
伴

い
、
物
事
に
対
す
る
意
欲
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら『
日
常
生
活
の
不
安
』を
解
消

す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
者
が

『
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
』を
実
現
す

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
市
や
地
区
で
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
の
か
な
ど
の

情
報
を
、
積
極
的
に
高
齢
者
に
伝
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
単
身
世
帯

こ
こ
５
年
で
２
倍

アンケート
高齢者一般3,000
人 お よ び 要 支
援・要介護認定
者600人をランダ
ム抽出。有効回
収率は、高齢者
一般51.8％、要支
援・介護認定者
48.0％。

■年齢３区分別人口の推移

6,916
（13.5%）

33,158
（64.7%）

51,253 51,071 50,803 50,678 50,450

1.2％の増

50,188 50,170

11,179
（21.8%）

11,580
（22.7%）

11,900
（23.4%）

12,311
（24.3%）

12,579
（24.9%）

12,806
（25.5%）

13,369
（26.7%）

62,691
（64.0%）

32,185
（63.4%）

31,034
（61.8%）

30,527
（60.8%）

31,414
（62.3%）

31,722
（62.6%）

6,800
（13.3%）

6,718
（13.2%）

6,645
（13.1%）

6,457
（12.8%）

6,348
（12.6%）

6,274
（12.5%）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

３
年
後
に
は

3.5
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

■■高齢者人口
　（65歳以上）
■■生産年齢人口
　（15歳～ 64歳）
■年少人口
　（14歳以下）

資料：住民基本台帳
（各年10月1日現在、
　外国人登録数含む）
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ン
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か
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る
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集

H17 H22

およそ 2倍

④
63％

④
55％

⑤20.3％

①  高齢者単身世帯
②  高齢者夫婦世帯
③  高齢者同居世帯
④  ①～③を除く一般世帯
⑤  高齢者単身世帯＋高齢者夫婦世帯

５
世
帯
に
１
世
帯
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯

－地域で支える高齢化社会－
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■心配や悩みごと■今後やってみたいと思うこと

趣味の活動　32.2% 自分の健康のこと　37.0%

働くこと　18.0%
地震や風水害など
災害時の対応のこと　15.7%

学習や教養を高める
ための活動　15.6%

心配事はない　8.6%

特にない　22.6％

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

家族の健康のこと　25.0％

スポーツ　6.3％ 生活費など経済的なこと　7.0％

老人クラブ活動　2.8％
病気などのとき面倒を
見てくれる人がいない　4.0％

社会奉仕活動　2.6％
配偶者に先立たれた後の
生活のこと　2.6％

不
安
に
思
う
の
は

自
分
の
健
康
の
こ
と

花を育てるのに必要な土。自分
の手で直接触れることで状態が
わかります。高齢化を地域で支
えるために、まずは現状を把握
しましょう。

土に触れる
現実
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地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
高
齢

者
が
、
協
働
で
内
容
を
企
画

し
共
に
運
営
し
て
い
く『
楽
し
い
仲
間

づ
く
り
の
活
動
』。互
い
に
生
き
が
い

を
持
っ
て
健
康
生
活
を
送
る
、も
っ
と

も
身
近
な
場
と
し
て
30
地
区
の『
公
民

館
』な
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
と
地
区
サ
ロ
ン
参
加

者
が
、
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
、
介
護
予
防
の

一
環
と
し
て
の
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

交
流
は
、
今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え

ま
す
。
今
年
度
は
、
田
京
地
区
サ
ロ

ン
が
私
立
慈
恩
保
育
園
と
、
み
ど
り
地
区
サ
ロ
ン
が
市
立
富

士
美
幼
稚
園
の
園
児
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

異
世
代
交
流

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

地
区
サ
ロ
ン

「来
るのが楽しい」と、

言ってもらえるこ

とが何よりうれしいですね。

守木のサロンと言えば銭
ぜ に

太
だ い

鼓
こ

。上達することがみんな

の励みになっています。

　引きこもりの人も、ぜひ

来て、元気になってほしい。

立
ち上げからおよそ 1年。

最初は不安でしたが、

最近は皆さんに笑顔が増え

て、私自身も楽しく参加して

います。もっと多くの人に参

加してもらい、介護が必要な

いくらい、元気な高齢者を増

やしていきたいですね。

互いにとって、とても刺激

になる素晴らしい機会。

子どもたちはお年寄りから優し

さと温もりを、お年寄りは子ど

もたちから元気をもらうことが

できる。

　子どもの笑顔を見ると、誰も

が自然とニコッとする。子ども

たちはもちろん、地区でお年寄

りに会ったら、積極的に声をか

けてあげてほしい。

認
知症のことを理解し

て、みんなで住みやす

いまちを作っていきたい。

　自分の祖父母が認知症に

なったら、家族で１番の理

解者になってあげたい。

　身近にできることばかり。

優しさがあれば、誰でもサ

ポートすることができる。

　一人暮らしなので、このサロンがとて

も楽しみ。サロンのおかげで友達がたく

さん増え、一緒に他の教室にも参加した

りしています。もっと若い人たちと交流

してみたい。

　最初は戸惑いがあったけど、通えば通

うほど、このサロンが楽しくなる。おか

げで楽しみが一つ増えた。

　学校帰りの子どもたちから声をかけて

もらうのはやっぱりうれしいね。

　会を運営してくれるボランティアの皆

さんには“感謝”の一言。休むと損した気

分になるほど魅力的で楽しい。

　新しい仲間と出会って、楽しいお話を

聞くのも刺激的でおもしろいですね。

　頭も体も使って、とにかく楽しい時間

を過ごしています。月に１度の開催日が

待ち遠しい。ボランティアさんに負けな

いくらい元気に参加しています。気の合

う仲間とお話しできて楽しいです。

大北サロンの〝回覧〟
これも地区サロンの一つ

榊原英子さん（富士見）

鳴海勝衛さん（富士見）

稲葉久子さん（守木）

左から

地区サロンと交流を行った
慈恩保育園の土山園長先生

認知症サポーターの韮山中学生

地区サロン参加者に聞きました

友達がたくさん
増えました

おかげで楽しみが
一つ増えた

新しい仲間と
出会えるのも楽しみ

サロンの日が
待ち遠しい

事業名 内容 問合せ

よいとこ教室
膝痛・腰痛予防体操や脳の
活性化のためのレクリエー
ションを含んだ教室です。

高齢者支援課
☎ 0558-76-8010

楽だら教室

『お口の体操』『転倒予防体
操』『大腰筋体操』など、
いつまでも自分らしく暮ら
すための教室です。

救急医療情報
キットの配布

緊急時に必要な情報を保管
するためのキット（容器）※を
配布します。

高齢者支援課
☎ 0558-76-8011

※ 障がい者用の
キットは、障
がい福祉課へ
☎ 0558-76-8007

おはよう
サービス

（在宅福祉
　　サービス）

1人暮らし、または高齢者
だけの世帯などに、乳酸飲
料を配達し、安否確認をし
ます。（自己負担なし）

事業名 内容 問合せ

緑化推進と
介護予防

仲間と緑化と地域づくり
を勧めます。土に触れる
ことは認知症予防にもつ
ながります。

環境衛生課
☎ 055-949-6804

韮 山 反 射 炉
世界遺産推進

出前講座

韮山反射炉の価値や登録
に向けた進捗状況を学ぶ
ことができます。

世界遺産推進課
☎ 055-948-1425

簡単なゴミの
分別出前講座

伊豆の国市のごみの分別
方法を勉強します。

環境衛生課
☎ 055-949-6805

歯周病予防
出前講座

いつまでも自分の歯で食
べる秘けつを勉強します。

健康づくり課
☎ 055-949-6820

老人クラブ活動
地域で生活する高齢者の
ための活動・仲間づくり
の組織です。

社会福祉協議会
☎ 055-949-5818

ちょっと耳より情報そこにあるのは笑顔という

仲
間
と
一
緒
に
笑
い
あ
え
る
場

自
然
と
笑
顔
に
な
る

私
た
ち
だ
っ
て
支
え
ま
す

富士見地区サロンを運営する
ボランティアの皆さん
代表：岡本徳子さん（中央）

守木地区サロンを運営する
ボランティアの皆さん
代表：浅井恵美さん（中央）

高齢者にとって趣味などの活動の
場は『生きがい』につながります。
地域の支えや趣味の教室などで、
高齢者に栄養を注ぎ、豊かな心を
育てる手助けをしましょう。

２

高
齢
者
に
多
い『
認
知
症
』。
認
知
症
は

本
人
の
み
な
ら
ず
、
家
族
を
は
じ
め

周
り
の
人
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、市
で
は
中
学
生
に
も『
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

栄養を注ぐ
つなぐ
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富士見サロンの皆さん

近
年
、
周
り
の
人
が
気
付

か
な
い
間
に
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
孤
立
死
す
る

悲
し
い
事
件
が
増
え
て
い
ま

す
。高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
は
、

突
然
の
病
気
や
け
が
な
ど
、
何

か
あ
っ
た
と
き
に
対
応
が
遅
れ

る
心
配
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や
虐
待

の
被
害
に
よ
る
問
題
も
起
き
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
が

起
こ
っ
て
も
、
高
齢
者
が
近
所

付
き
合
い
を
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
助
け
を
求
め
な
か
っ

た
り
す
れ
ば
、
誰
に
も
気
づ

か
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
日
常
生

活
や
仕
事
の
中
で
、
あ
い
さ

つ
な
ど
を
通
じ
て
さ
り
げ
な

く
高
齢
者
に
接
し
、
見
守
っ

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
気
が
か
り
な
こ
と
を
感
じ
た

ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
を
受
け
た
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
の
様
子
を
確
認
し
、
必
要

な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
高
齢
者
を
支

え
ま
す
。

『
さ
り
げ
な
い
見
守
り
』が

　

お
互
い
の
安
心
感
を
生
む

『
何
か
お
か
し
い
な
？
』

　

と
思
っ
た
ら
…

『あれっ？』

『おかしいな？』

小さな『気づき』が
とても大切です

センター名・電話番号 担当地域

伊豆の国市
北部地域包括支援

センター
☎ 055-949-9213

北江間、南江間、韮山韮山、
韮山金谷、韮山山木、韮山多田、
奈古谷、長崎、原木、四日町、
寺家、中條、南條、中、内中
および韮山土手和田

伊豆の国市
南部地域包括支援

センター
☎ 0558-76-8010

墹之上、古奈、天野、長岡、小坂、
富士見、長瀬、戸沢、花坂、大仁、
吉田、中島、神島、三福、田京、
御門、白山堂、守木、宗光寺、
田中山、立花、下畑、浮橋、
田原野および長者原

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

 　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、介
護
、福
祉
、健
康
、医
療

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
え
る

機
関
で
、市
が
設
置
し
て
い
ま
す
。

花を育てるのに一番重要な水。
高齢者を見守るための『水』の役
割は、皆さんの温かい『見守り』
かもしれません。

あれっ？

あれっ？

あれっ？

あれっ？
あれっ？

郵便物や新聞が郵便受けに
たまっている

最近、外出している姿を
見かけなくなった

※地域名は大字で表記

家を訪ねても、
顔を出してくれない

服装が不自然なまま
外出している

見慣れない人が
家に出入りするようになった

３

水を注ぐ
見守る


